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地方で生まれ、様々な行政サービスを受けた方は、進学や就職を機に都会で生活し、そこ

で納税することが多いです。そうすると、都会は税収を得ることが出来ますが、地元のふる

さとは税収を得ることが出来ません。今は都会に住んでいても、生まれ育ったふるさとへ納

税する制度があっても良いのではないかという考えから、ふるさと納税は創設されました。 

納税者が自分で選択して寄附先を決めることができるため、納税者の税に対する意識を

高めること、お世話になった地域、応援したい地域の力になれることが期待されます。その

ためには、地域を応援する納税者の気持ちを形にするというふるさと納税の趣旨に沿って

制度が活用されることが重要です。 

寄附先によっては、返礼品としてその地方の特産品が贈られることもありますが、返礼品

については、ふるさと納税の趣旨に沿ったものとなるよう、内容や金額について一定の基準

が設けられています。 

 

 

 

個人住民税の納付の方法には、「普通徴収」と「特別徴収」があります。 

普通徴収とは、市町村が、納めるべき税額などを記載した納税通知書を納税義務者に送り、

これに基づいて税金を徴収する方法をいいます。市町村は、納税義務者から申告された所得

などに基づき確定した個人住民税の税額を、納税通知書に記載して納税義務者に送付しま

す。納税義務者は、この納税通知書に従って個人住民税を市町村に納めることになります。 

特別徴収とは、納税義務者以外の者（給与の支払をする会社など）が、納税義務者から税

金を徴収して、それを納税義務者の代わりに納める方法をいいます。例えば、会社員につい

ては、原則として、特別徴収税額通知が会社に送付され、会社がその会社員の個人住民税を

給与から天引きして市町村に納めることになります。 
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